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地域を育み、大陸をつなぐ
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第1886回例会 2011.5.26晴

皆様こんにちは。先週は第3木曜日で本来なら米山副会
長が会長挨拶をするのを、体調不良ということで私が挨
拶をしましたが、非常に残念なことなのですが、副会長
即ち次期会長の交替をお知らせしなければならなくな
りました。先々週米山副会長から「体調からして次年度
の会長は無理で、皆様に迷惑をかけてはいけないから、
誰か適当な人に変わって欲しい」という申し出があり、
先週のパスト会長会議でパスト会長皆様の意見を聞き、
そしてこの例会の始まる直前の理事会におきまして、当
クラブの35周年の会長を務めていただいた、矢岸パスト
会長にお願いすることになりました。緊急のことで、し
かも当クラブの40周年に当たるなど非常に大変だと思
いますが、この危機的状況を当クラブ全員一致団結して、
新会長を支え、盛り上げていかなくてはいけないと思い
ます。皆様のご協力何卒よろしくお願いします。
　さて「2010－2011年度ＲＩ会長賞」を当クラブが受賞
することになりました。しかも特別会長賞ということで
大変名誉なことだと思います。この特別会長賞は当クラ
ブのほか2620地区ではせせらぎ三島ＲＣ、静岡ＲＣ、藤
枝ＲＣ、浜松ＲＣの4クラブだけです。これは当クラブが
今まで行なってきた数々の奉仕活動が認められたとい
うことで、当クラブ全員の努力の結果だと思います。採
点にあたっては、主に献血運動、見晴フェスティバル、箱
根の里、台湾苗栗中学生相互交換研修事業、富士山緑化
事業などを念頭において採点しました。事務局の方から、
微妙なところは〇で採点してよいということで、多少甘
く自主申告したところもあるかもしれませんが、結果と
して特別会長賞をいただけることになりました。

①本日、次年度と合同の緊急理事・役員会議を開催し
まして次年度会長は矢岸克行さんに決定しました。�   
それに伴い、次年度委員会構成のロータリー情報委員
長は平野晴生さんに変更となります。ロータリー情報
委員会は平野晴生さん、亥角裕巳さん、矢野敏夫さん
に変更となります。�   

「それでこそロータリー」
指揮　柴崎恵子君

ロータリーソング

石井良衛君

ビジター

幹事報告 幹事　西本和夫君

“こんにちは、ようこそ”

池田龍司君
（第2分区ガバナー補佐・伊豆中央ＲＣ）
土屋龍太郎君（伊豆中央ＲＣ）
松田三男君（三島ＲＣ）
小野　徹君（三島ＲＣ）

ビジター

これからも当クラブのこのような良き伝統を引き継ぎ、
更に発展させればと思っております。
　今日は静岡第2分区の池田ガバナー補佐がお見えに
なっています。池田ガバナー補佐には去る2月12日に開
催されたＩＭをはじめ、大変お世話になりました。後ほ
どご挨拶をしていただきますが、一年間お疲れ様でした。
そしてありがとうございました。



親睦・奉仕の輪を広げよう

（週報担当：柳田英雄）

◆柴崎君、この度、人権擁護委員協議会長賞を受賞いたし
ます。益々啓発活動をしたいと思います。よろしくお願
いいたします。
◆窪田君、5月21日谷田木材で一枚板展示会を開きました。
東静の鈴木さんが来店し、杉板をお買い上げいただき
ました。ありがとうございました。
◆澤村君、諏訪部さん、橋本さん、柴崎さん、本当にありが
とうございました。おかげで楽しいひとときを過ごせ
ました。
◆澤村君、勝間田さん、テーブル会ありがとうございまし
た。
◆Ｅテーブル、5月24日Ｅテーブル会を久し振りに清水町
で開催致しました。大変盛り上がり楽しい話に花が咲
きました。
◆諏訪部（敏）君、早退します。

ＲＩ会長からのメッセージ 

親愛なる同僚ロータリアンの皆さん、 
私の妻のジュディーは長年にわたって幼稚園の先生をし
ていて、彼女は「show and tell（見せてお話）」のと
きのことについて、よく話してくれました。「show and 
tell」の時間には、園児たちはそれぞれペットとかおも
ちゃといった自分が大好きなものを幼稚園に持ってきて、
そのことについて他の子どもたちに話します。クラスメ
ートが自慢するものを知ると、いつも子どもたちが驚嘆
する気持ちがうかがえました。 
他のロータリークラブが実施した素晴らしい奉仕プロジ
ェクトを目にしたとき、ロータリアンたちも、同じよう
な驚嘆の気持ちを分かち合います。事実、3万3,000以上
もあるロータリークラブが実行した数多くの奉仕プロジ
ェクトには、他の追随を許さないようなものがとてもた
くさんあります。それらの多くはそのプロジェクトを実
施したクラブ以外には知られていなかったり、認識され
ていませんが、こういったロータリープロジェクトはす
べて、世の中をより良くするものであることは明らかで
す。それぞれのクラブが、自分たちの活動を世間に訴え
ることができる大々的な「show and tell」のイベント
を開催できないのは残念なことです。私たちは、数え切
れない奉仕プロジェクトに関するニュースを他のクラブ
と共有できないほど大きく成長しました。 
しかしながら、年次大会は多くのクラブや地区、それに
多地区合同の組織がそれぞれのプロジェクトを効果的な
方法で展示する機会を提供しています。そして、今月ニ
ューオーリンズで開催される国際ロータリーの年次大会
では、「友愛の家」に展示される数多くの卓越したプロ
ジェクトが呼び物の一つになるでしょう。ニューオーリ
ンズでの国際大会は素晴らしいロータリーのイベントに
なるでしょう。
この国際大会は、私にも個人的な「show and tell」の
機会を与えてくれます。私は国際大会会場であるコンベ
ンションセンターの近くを流れるミシシッピー川にかか
る巨大な道路橋の橋脚をお見せすることができます。そ
れは、私が50年前、ロータリーの奨学生としてケープタ
ウン大学に向かう際、ライクス・ライン社の貨物船に乗
って通り抜けた橋そのものなのです。「これが生涯続く
私のロータリーの旅の始点です」と皆さんにお伝えでき
るのはとても幸せです。

レイ・クリンギンスミス 

ＲＯＴＡＲＹ　ＮＥＷＳ委員会報告
奉仕プロジェクト委員会

理事会

マルチプル・ポール・ハリス・フェロー表彰

 テレビで「心は見えないけれど、心づかいは見える。思
いは見えないけれど、思いやりは見える」のACジャパン
のCMが何度か流れておりますが、あれこそがロータリ
ーの受け持つ心・精神性の部分だと思います。
全世界の人達がこの震災を通して「日本」または「日本人」
をとても評価しており、誇りに思い、これからもそうあ
らねばと思うのですが、是非、この震災で落ち込み後退
することなく、日本がここで今迄以上の「日本」となっ
たのだと後世に語り伝えられる様、ここ一番じっくり
焦らず長い目での復興構想なり、未来都市計画構想の
ビジョンを、行政でも、企業でも、ロータリーでもよし、
大きく抱えた中で立ち上げて、それこそ国民が一丸と
なって前向きに歩んで行かねばと願います。また、そし
て、これを機に今一度コミニティ（町内会や消防団など）
のあり方を見直し相互扶助を計るべきだと思います。
●倭の国のまほろば　たたなづく　青垣　山隠れる　
倭しうるわし　
（古事記　倭　建命）
●我ら愛す　胸せまる　あつき思いに　この国を　我
ら愛す
不知火の筑紫の海辺　美鈴かる信濃の山辺
我ら愛す　涙あふれて　この国の空の青さよ　この国
の水の青さよ
（昭和２４年、新国民歌）
●いつでもどこでも誰にでもほほえみを忘れないでね
花にも風にも青空にも心からほほえみかけよう
たとえ悲しい時でもいつでもほほえみを忘れないでね
（松竹映画：蟻の街のマリア）
●強く生きる　たくましく　こわがらないでね
そうする時　行く手には　愛の光満つ
七彩に輝いて　行く手を示す
行こう行こう　嵐にもめげず　臆せずに希望を持って
（ブロードウェイ・ミュージカル：回転木馬）
●人生はママ美しいね　人生はパパ愉快ね
いつもよく聞きました　人生は歌って送ろう
（ブロードウェイ・ミュージカル：南太平洋）

卓　話

男女共同参画社会について

矢岸克行君

承認事項
①米山寛さんの病気療養に伴い次年度会長の選考をパ
　スト会長会議に委託�  

５月の日程�
①５月12日�親睦夜間例会　� 
  　　　　 新旧理事・役員・委員長引き継ぎ会 　� 
②５月19日�通常例会　
　　　　　 例会日・例会場変更　三島プラザホテル� 
   　　　　石川直樹君の入会式� 
   　      卓話　橋本裕子　君� 
③５月26日�池田ガバナー補佐訪問� 
   　      卓話　矢岸克行　君�

　去る３月１１日の日本史上最大の東日本大震災、そ
して、福島原発の状況をテレビなどで見るにつけ、その
悲惨さ、そして人々の頑張りに心打たれます。一日も早
い復興、そして原発の終息をと願わざるを得ません。そ
して、日本全体が何もかもが停滞している時、県内では
自動車販売をはじめ、個人消費関連、殊のほか観光はま
だまだ自粛ムードの中にあり、出口が見えない状況で
はありますが、先日の東京ディズニーランドの夜間営
業や小田急ロマンスカー、東北新幹線の再開、プロ野球
の開始など、このGWを機に復興ムードになればと期待
されるところです。
 この震災とロータリーの関係において、国民全体が募
金し、ボランティア活動をし、また、諸外国が「がんばれ
日本！」を届けている中、奉仕団体のロータリーが「募金」
や被災の遺児への支援だけにとどまっていいものやら、
その立ち位置に戸惑っております。きっと、地域・職業
を通じ、個人的には大いにご活躍されている方が多数
いると思われますが、「ロータリークラブ」として何ら
かの位置での役目（旗振り、知恵・提案、メッセージ、橋
渡し、抱え込み）を受け持つべきなのではと憂慮します。
何か歯がゆく、じっとしていられない感じで、何らかの
アクションをと望みますし、ロータリーの物差しで是
非はかってはと思います。

ガバナー補佐挨拶
第２分区ガバナー補佐

池田龍司君

本日の本年度・次年度合同の緊急理事会において、
次年度会長に承認されました。創立40周年の大事な
年です。実行委員長関本さんをはじめ、委員会の皆様、
会員の皆様のご協力をいただき、最大限努力してい
くつもりですので、よろしくお願い申し上げます。

次年度会長挨拶
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